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かず　数　データ

8. 7%
区 総 人 口 に 対 す る65 歳 以 上 の 方 の 占 め る 割

合 で す 。23 区 中 、 江 戸 川 区( 7. 7%) に 続 き 、

江 東 区( 8. 7%) と と も に2 番 目 に 構 成 比 が 低

く 、 若 い 区 と い え ま す 。 ち な み に23 区 総 人 口

に 対 す る 構 成 比 は10. 7% で す 。( 昭 和64 年1 月1

日 現 在)

も
っ

と
楽
し
く

い
き
い
き
と
9月15日は
敬 老 の日

9
月
に
日
は
「
敬
老
の
日
」。
ま
た
、
9
月
2
1日
ま
で
は
「
老
人
福
祉
週
間
」
で
す
。
人

生
8
0年
社
会
を
迎
え
、
区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
住
み
や
す
く
、
生
き
が
い
の

も
て
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
方
が
地
域
活
動
へ
参
加
す
る
場

を
提
供
す
る
た
め
の
老
人
館
等
の
設
置
、
就
労
機
会
の
拡
充
を
図
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
の
充
実
な
ど
の
ほ
か
、
生
涯
教
育
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
、

お
と
し
よ
り
を
対
象
と
し
た
事
業
を
特
集
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
バ
ス
を
お
届
け
し
ま
す

7
0歳
以
上
で
、
本
人
お
よ
び

扶
養
義
務
者
等
の
平
成
元
年
度

中
の
所
得
が
下
表
の
基
準
額
以

下
の
方
に
、
民
生
委
員
が
9
月

末
日
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
、
都
営
交

通
機
関
と
都
内
の
民
営
バ
ス
に

乗
車
す
る
際
に
利
用
で
き
ま

す
。

問
合
せ
先

社
会
裲
祉
協
議
会

瑟
1
5
5
0

□
有
料
パ
ス
を
発
行
し
ま
す
　
7
0

歳
以
上
で
、
所
得
が
下
表

の
基
準
額
を
超
え
る
方
に
1
年

間
有
効
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
有

料
で
発
行
し
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
9

月
2
5日
(
火
)
　

か
ら
平
日
の
み
(
土
・
日
曜

日
除
く
)
、午
前
9
時
～
午
後

2
時
4
5分
(
料
金
を
銀
行
に

払
い
込
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
平
日
の
こ
の
時
間
帯
と

な
り
ま
す
)

料
金
1

万
7
千
沺
円

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
平

住
)・
老
人
福
祉
係

瑟
1
1
1
1

㈹

※
古
い
シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
、
お

近
く
の
区
民
事
務
所
ま
た
は
老

人
福
祉
係
、
社
会
福
祉
協
議
会

へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

所得制限の基準額表
( 平 成元年中 の所 得)

老
人
会
館
の
各
種
教
室

□
水
彩
画
教
室

日
時
1
0

月
～
3

月
ま
で
の
第

1
・
3
水
曜
日
(

月
2

回
)
、

午
後
1
時
～
2

時
3
0
分

内
容

水
彩
画
を
初
歩
か
ら
習

い
ま
す

□
書
道
教
室

日
時
1
0

月
～
3

月
ま
で
の
第

2
・
4
火
曜
日
(

月
2
回
)
、

午
後
1
時
～
2
時
3
0
分

内
容

書
道
を
基
礎
か
ら
学
び

ま
す

□
生
花
教
室

日
時
1
0

月
～
3

月
ま
で
の
第

2
・
4
水
曜
日
(

月
2
回
)
、

午
前
1
0時
～
正
午

内
容

柳
古
流
生
花
を
基
本
か

ら
学
び
ま
す

I

い
ず
れ
も
卜

対
象
6
0
歳
以
上
の
区
民

定
員
3
0
人
(
抽
選
)

費
用

無
料
(
生
花
は
材
料
費

一
部
実
費
負
担
)

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は

電
話

申
込
期
限
9

月
2
9日

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

老

人
会
館
(
西
保
木
間
4
1
9

「カコーン」 まだまだ若い者には負けられません。一 先月28
日、平野グラウンドで行われた三世代グランドゴルフ大会

銭湯

無 料 開 放
9月15日敬老の日

9
月
1
5
日
(
敬
老
の
日
)
は

、

区
内
の
公
衆
浴
場
に
6
5歳
以
上

の
方

は
無
料
で
入
浴
で
き
ま

す
。番
台
で
年
齢
を
告
げ
て
く

だ
さ
い
。証
明
書
等
は
不
要
で

す
。な

お
、1
0月
―
日
(
区
民
・

都
民
の
日
)

は
、
区
民
全
員
を

対
象
に
無
料
開
放
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
住
)・

健
康
管
理
課豊

8
8
2
1
1
1
1
㈹

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
バ
ザ
ー
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
・
し
ま
ね

園
で
は
、1
0
月
1
5日
か
ら
2
1
日

に
か
け
て

、「
し
ま
ね
園
祭
」を

開
催
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
た
く
さ
ん
の
催

し
が
あ
り
ま
す
。2
1
日
(
日
)

に
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
バ
ザ
ー

を
行
い
ま
す
の
で
、
古
本
、
陶

器

、
手
芸
品

、
タ
オ
ル
等
の
寄

付
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
、
ま

た
バ
ザ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
ご
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

方
は
、1
0月
7
日
ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
せ
先

し
ま
ね
園

(島
根
2
-
2
4
-
2

慧
一
4
6
0
1
)

高
齢
者
の
就
業
相
談
と

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
入
会
手
続
き

㈹
足
立
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
高
齢
者
の
就
業
相

談
を
墨
田
高
齢
者
無
料
職
業
紹

介
所
と
共
同
で
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

日
時
9

月
2
8日
(
金
)
、
午
前

1
0時
～
午
後
3
時

場
所

綾
瀬
プ
ル
ミ
ェ
ー
階
口

ビ
ー

内
容

高
齢
者
の
仕
事
に
つ
い

て
の
各
種
相
談

ま
た
、
当
日
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会
手
続
き

も
行
い
ま
す
。区
内
在
住
で
お

お
む
ね
6
0歳
以
上
の
、
健
康
や

生
き
が
い
の
た
め
に
働
き
た
い

方
が
入
会
で
き
ま
す
。
入
会
を

希
望
す
る
方
は
、
印
鑑
と
矢
=

費
6
0
0
円
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

酋
8
5
9
2
5
6
1

熱
い
声
援
を

手
づ
く
り

い
か
だ
レ
ー
ス

祗
3
回
手
づ
く
り
い
か
だ

レ
ー
ス
"
が
、
9
月
2
3
日
(
日
)

に
行
わ
れ
ま
す
。
一
般
コ
ー
ス
2
5

艇

、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
1
・
ス
1
5

艇
の
い
か
だ
が
、
速
さ
を
競
い

ま
す
。

当
日
は
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
る
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
も
行

い
ま
す
。
秋
の
一
日
、
荒
川
河

川
敷
で
、
楽
し
く
過
し
ま
せ
ん

か
。

日
程
・
内
容
9

月
2
3
日
(
日
)
　

▽
午
前
1
0
時
～
1
1時
3
0
分
・
:

ゲ
ー
ム
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
、

Y
E
S

・
N
O

ク
イ
ズ
、
優

勝
者
予
想
ク
イ
ズ

▽
午
後

1
時
～
4

時
…
い
か
だ
レ
ー

ス
場
所

虹
の
広
場
(

荒
川
千
住

新
橋
緑
地
)

問
合
せ
先

青
年
セ
ン
タ
ー
　

四
回
0
0
6
1

第
1
回
区
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト

区
内
の
公
園
に
つ
い
て

公
園
に
ほ
し
い
も
の

N
o
1は
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
」

区
で
は
、「
緑
と
水
の
ゆ
た
か

な
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
公
園

整
備
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

。(

薑

さ
ら
に
魅
力
あ
る
公
園
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
利
用
状

況
、
将
来
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
ま
し

た

。身
近
に
あ
る
小
規
模
公
園
を

「
月
1

回
以
上
利
用
す
る
」
人

は
7
8
%
と
約
8

割
。
そ
の
主
な

利
用
目
的
は
、孚

ど
も
を
遊
ば

せ
に
畆
%

、「
散
歩
や
休
息
」
4
5
%

、
「
花
や
樹
木
を
見
に
」
2
6

%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
身
近
に

ほ
し

い
小
規
模
公
園
と
し
て

は
、
約
6

割
が

「
花
や
樹
木
の

多
い
公
園

」と
答
え
て
い
ま
す
。

区
内
の
大
規
模
な
公
園
や
特

色
あ
る
公
園
の
う
ち
、
よ
く
利

用
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
元
溯
江

公
園
」
5
1
%
、「
都
市
農
業
公
園
」
4
7
%

ぷ
花
畑
記
念

臈

」
4
5
%
。

さ
ら
に
、
大
規
模
公
園
や
特
色

あ
る
公
園
内
に
あ
れ
ば
よ
い
と

思
う
施
設
を
聞

い
た
と
こ
ろ

「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
」
6
1
%

、「
レ
ス
ト
ラ
ン

」
4
1
%
、「
駐

車
場
」
3
9
%
、
「
動
物
園
」
3
7
%

が
上
位
に
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

公
園
一
般
に
関
す
る
整
備
に

つ
い
て
は
、「
小
さ
く
て
も
よ
い

か
ら
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
1
6
%

に
比
べ
、「
今
ま
で
あ
っ
た

公
園
を
改
良
し
て
内
容
を
充
実

し
て
ほ
し

い
」
7
3
%
等
、
質
の

向
上
を
求
め
る
意
見
が
多
く
み

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
に
よ
る
公
園
の

管
理
に
つ
い
て
は
、「
あ
る
程
度

は
住
民
の
手
で
行
っ
て
も
よ

い
」と
い
う
肯
定
派
が
7
8
%
で
、

「
区
が
全
面
的
に
行
う
べ
き
」
2
2
%

を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は

。情
報
公
開
踝
、

図
書
館
で
報
告
書
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

間
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
。

広
聴
係

・
1
8
8
2
1
1
1
1
㈹

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

白
寿
の
お
祝
い

今
年

、
区
内
で
3
人
の
方

が
白
寿
(
9
9
歳
)

を
迎
え
ま

し
た

。

秋
山
シ
ヅ
さ
ん
(
保
木
間

五
丁
目
)
、
高
場
喜
一
さ
ん

(
江
北
二
丁
目
)
、滑
川
ト
シ

さ
ん
(
江
北
六
丁
目
)
で
す

。

9
月
5
日
に
は
、
古
性
直

区
長
が
秋
山
さ
ん
、
高
場
さ

ん
宅
を
訪
問
。
「
長
寿
証
」と

「
彫
金
額

」、都
市
農
業
公
園

で

と
れ
た
綿
を
使
用
し
た

「
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
ゴ
」
を
贈

り
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

秋山 シ ヅ さ ん へ 区長 か ら
「 長寿 証 」

婦人 団 体 連 合 会 結 成5 周 年 記念

婦人総合センタ ーオープン3 周年記念

女性フェスティバル' 90あ だち
―21世 紀の光と風の中ヘ―

下
表
の
よ
う
な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
エ
ル

ソ
フ
ィ
ア
全
館
で
盛
大
に
繰
り
広
げ
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
9
月
2
9
日
、
午
後
2
時
～
8
時
　

▽
3
0日
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
駐
車
場
が
わ
ず
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
電

車
、
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
託

児
(
2
歳
以
上
学
齢
前
ま
で
)
も
用
意
し
ま

す
。

場
所
・
問
合
せ
先

婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

[
脚
5
2
2
2

女性フェスティバル' 90あだち
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福

祉

身
体
障
害
者
用
三
輪
自
転
車

購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

身
体
に
障
害
が
あ
る
た
め
、

一
般
の
三
輪
自
転
車
な
ど
が
利

用
で
き
な
い
方
に
身
体
障
害
者

用
三
輪
自
転
車
(

踏
込
式
)

の

購
入
賢
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す

。

対
象

区
内

に
住
所
を
有
す
る

身
体
障
害
肴
手
帳
所
持
者

助
成
額

表
1

の
と
お
り

※
申
請
す
る
方
は

、
助
成
対
象

と
な
る
踏
込
式
三
輪
自
転
車
が

便
用
で
き
る
か
、
事
前
に
購
入

業
者
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
障
害
褊
祉
課

表1　身体障害者用三輪自転車購入費助 成額 基準表

無
料
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す

都
営
交
週
機
関

に
乗
車
で
き

る
新
し
い
券
を
9
月
2
5
日
(
火
)

か
ら
交
付
し
ま
す

。

対
象

①
身
体
障
害
者
手

帳
の

交
付
を
受
け
て

い
る
方
T

級
～
6

級
)

②
愛
の
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
T

度
～
4

度
)

③
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
て

、
将
別
項
蘖
卜

第
六
項
症
お
よ
び
第
一
款
症

～
第
五
献
症
(
第
七
項
症
を

含
む
)
の
方

④
襪
爆
者
健
曝
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
て

、
特
別
被
爆

者
健
康
手
帳
と
認
定
魯
を
お

持
ち
の
方

。
ま
た
は
健
康
管

理
チ
当
の
支
給
を
受
け
て
い

て

、
認
定
書
と
被
爆
者
健
康

手
帳
を
お
持
ち
の
方

⑤
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

世
帯
の
世
帯
員
1
人

⑥
旧
母
子
福
祉
年
金
の
支
給

を
受
け
て

い
る
世
帯
の
皀
帯

貝
1
人
(

証
書
必
要
)

嵒
笵

童
扶
殄

于
当
の
支
給
を

受
け
て
い
る
世
帯
の
世
帯
員
1

人
(
証
書
必
要
)

申
込
方
法

手
帳

、
証
書

、
印

か
ん

、
上
半
身
の
写
真
(

夕

テ
4

セ
ン
チ

、
ヨ
コ
3

セ
ン

チ
で

、6
ヵ
月
以
内
に
撮
影

さ
れ
た
正
面
無
帽
)

と
旧
乗

車
券
を
お
持
ち
の
う
え

、
直

接
窓
口
へ

。

申
込
・
問
合
せ
先

①
よ
叨
の

方
は
居
住
地
敏
の
橸
祉
事
務

所
(
表
2
)

。
⑥
の
方
は
申
央

本
町
庁
舎
・
国
民
年
金
課
給

付
係

　
8
8
0
5
1
6
-
、
⑦

の
方
は
塞
庁
舎
(
千

住
)
・
児

糞
助
成
係

表2　 福祉事務所問合せ先乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊

富
な
ペ
テ
ラ
ン
保
母
が
育
成
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
誓
密
は

厳
守
し
ま
す

。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

▽
興

野
保
育
園

茜

新
井
本
町
4
-
1
9
1
2
3

さ
胴
3
2
0
0

丁

毎
週
月
・
土
曜
日

▽

親
瞬
館
保
育
園
(

梅
田
4
-
2
9
-
6
8
3
8
6
0
)

・
:毎
週
水
・
金
暇
日

▽
新

田
保
育
園
(
新
田
2
-
l
j
1
0

　
り
6
4
6
6
)

…
毎

週
火
・
木
曜
日

相
談
時
間

い
ず
れ
も
午
前
9

時
～
午
後
5

時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

児
童
助
成
係

仕
事
と
経
営

勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
技
能
講
習
会

□
工
業
用
ミ

シ
ン
縫
製
技
能
講

習
会

日

時
1
0

月
1

日

～
2
2
日
(

土
・
日
曜
日

、
祝
日
を
除

く
1
5日
間
)
、午
前
1
0時
～
午

後
3

時

対
象

区
内
在
住
の
初
心
者

内
容

基
礎
樋
い
か
ら
ブ
ラ
ウ

ス

、
ス
カ
ー
ト
な
ど
の
製
作

定
員
1
6

人
(

先
着
駟

費
用

無
料
(
教
材
賢
実
費
負

担
2

千
円

程
度
)

申
込

方
法

住
所
を
確
認
で
き

る
も
の
(

健
康
保
健
証

等
)

を
持
参
し
て
直

接
窓
口
へ
(
9

月
2
5日

、
午
前
9

時
か

ら
受
付
開
始
)

□
経
理
事
務
講
習
会

日
時
1
0

月
8
日
～
2
4日
(
土
・

曰
曜
日

、祝
日
を
除
く
1
2
日

間
)
、
午
後
1

時
～
4

時

対

象

区
内
在

住
の
初
心

者
(

就
業
を
希

望
し
て

い
る

方
)

定
員
3
0

人
(

抽
選
)

費
用

無
料
(

敕
材
費
実
費
負

担
3
千
円
程
度
)

申
込

方
法

往
復

ハ
ガ
キ
に

「
経
理
事
務
希
望
」、住
所

、

氏
名

、
ヱ

り
が
な
)
、
年
齢

、

電
話
番
号

を
明
記

申
込
期
限
9

月
2
2
曰
消
印
有

効

―
い
ず
れ
も
―

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

動

労
褊
祉
サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
(

〒
窃
綾
測
―
-
3
4
-
7
-

屁
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
・
:
綾
瀬

駅
西
囗
下

車
徒
歩
3
分

　

膕
3
5
8
4
)

カ
ッ
パ
の
バ
ッ
チ
販
売
中

販
売
価
格

単
品
劭
円

、5
色

セ
ッ
ト
聊
円

販
売
場
所

本
庁
舎
(
千
住
)
・

情
報
公
開
課
お
よ
ぴ
中

夭
本

町
庁
舎
・
情
報
公
開
課
分
室

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇

住
)
・

広
報
踝衛

生
試
験
所

臨
時
職
員
募
集

仕
事
の
内
容

臨
床
検
査

資
格

臨
床
検
査
技
師
の
資
格

を
お
持
ち
の
方

募
集
人
数
1

人

勤
務
時
間

午
前
9
時
～
午
後

4
時
(
土
・
日
曜
日

、
祝
曰

は
除
く
)

賃
金

日
額
8
千
掴
円

問
合
せ
先

衛
生
試
験
所

8
8
0
5
3
7
0

ス
ポ
ー
ツ

第
4
3回
足
立
区
民
体
育
大
会

参
加
者
募
集

□
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

日

時
1
0

月
2
2曰
(

雨
天

の
場

合
2
4
日
)
、
午
前
8

時
3
0
分

～
午
後
4

時

場
所

平
野
運
動
鳩

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
勤

者
で
編
成
す
る
チ
ー
ム

費
用
1

チ

ー
ム
3

千
円
(
1
0

月
8

日
中

央
本
町
社
会
教
育

館
2

階
レ
ク
ホ
ー
ル
で
行
う

組
合
せ
会
に
持
言

申
込
方
法

所
定
の
用
紙
ま
た

は
往
復
ハ
ガ
キ
に
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
名
を
明
記

申
込
期
限
9

月
3
0
日

申
込
・
問
合
せ
先

宮
澤
高
勇
(

〒
1
2
0千
住
竜
田
町
5
-
1
3

昌
3
6
6
7
)

□
空
手

日
時

。1
0月
2
8日

、
午
前
9
時

～
午
後
7

時

場
所

中
央
本
町
体
育
館

種
目
・
方
法

組
手

、
型
試
合

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

参
加
資
格

区
連
加
入
会
員
お

よ
び
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学

の
方

参

加
費

小

・
中

学

生

汕
円

、

高
校

こ

般
千

円

申

込

方
法

団
体

責

任

者

が
一

括
し

て

直

接
区

連

盟

へ

申

込

期

限
9

月
2
5

日

申

込
・
問

合
せ

先

米

元

渭
(

〒
1
2
0

谷
中
3
-
4
-
5

　
6
0
5
8
4
5
0
)

□

ラ

イ

フ
ル

射

撃

日

時

・

場
所

・
睛

技

種
目

▽
1
0

月
7

日
・
・・
ビ

ー
ム

ラ

イ

フ

ル
2
0

発

、

▽
1
0

月
1
4

日
・・
・
エ

ア

ー

フ
イ

フ

ル

、

い
ず

れ

も

午

前
9

時

～

午
後
5

時

、

総

合

ス

ポ
ー

ツ

セ

ン

タ
ー

参

加

資

格

小

学
生

以

上

の
区

民

費

用

▽
ビ

ー

ム
ラ

イ

フ

ル
・・・
1
0
0

円

▽

エ

ア

ー
ラ

イ

フ

ル

ー・
一千

円

申

込

方

法

費
用

を

添

え

て
直

接

会
場

へ

問

合

せ
先

曹

沢
国

治
(

〒
1
2
3

江

北
6
-
1
4
1
6

　

嫋
3
9
7
0
)

□

バ

ド
ミ

ン

ト

ン

日

時

・
場

所

・

競
技

種

目

▽
1
0

月
2
8

日
・・
・総

合

ス

ポ

ー
ツ

セ

ン
タ

ー

、
ダ

ブ

ル

ス

…
男

女
共

に
A

酋

由
)
B
(

初

心
者
)
C
(

壮
年
)

の
部

マ
H

月
1
1

日
・・
・梅

田

セ

ン

タ

ー

、

シ
ン

グ

ル
ス

…

男
女

共
A
(

自

由
)
B
(

初

心

者
)

、

い
ず

れ

も
午

前
9

時

か
ら

参
加

資

格

区

内

在

住
(

中

学

、

高

杖

を
除

く
)

・

在

勤

の

方

お
よ

び

竪
7

員

費
用

▽

シ

ン
グ

ル

ス

・ヽ
I

人

千

円

▽
ダ

ブ

ル

ス
ー・・
1

組
2

千

円

申
込

方

法

費

用

を

添
え

て

直

接
申
込

期

限

各

大

会

眄
日

前

申
込

・

問

合
せ

先

ツ

バ
メ

ヤ

ス

ポ

ー
ツ

店
(

〒
1
2
0
千

住
3
1
a

昌
8
3
3

恚

□

ア

ー

チ

ェ
リ

ー

日
時
1
0

月
7

日

、
午

前
1
0

時

～

午
後
2

時

場

所

ロ
ビ

ン

フ

レ

ド
ア

ー
チ

ェ

リ

レ
ン

ジ
(

鹿

浜
4

～

―

～
8
)

参

加

資

格

区

内

在

住

・
在

勤

・
在

学

の

方

競

技

種
目

タ

ー
ゲ

レ
ド

費

用

迦
円
(

当
日

会

場

へ
)

申

込

方

法

ハ

ガ

キ
ま

た

は
電

話

申
込
期
限
1
0

月
5
日
(

ハ
ガ

キ
の
場
合
は
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

高
橋
秀
之
(

〒
1
2
3鹿
浜
4
-
1
1
8

　
心
4
9
-
2
)

□
弓
道

日
時
1
0

月
1
4日

、
午
前
9
時

～
午
後
5

時

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
i

民
遒

場

参
加
資
格

区
内
在
住
の
方
お

よ
ぴ
連
盟
会
員

競
技
種
目

団
体
峨

、
個
人
峨

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話

申
込
期
限
1
0

月
7
日

申
込
・
問
合
せ
先

名
倉
靖
(
〒
1
2
0

千
住
大
川
町
7
6

　
8
8
1
-
7
0
4
)

□
軟
式
庭
球

日
時
1
0

月
7

日
(
予
備
日
1
4

日
)
、午
前
9

時
～
午
後
5
時

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
i

ほ
か

競
技
種
目

男
子
の
部

こ

般

成
年

、社
年
)
、女
子
の
部
こ

般

、家
庭
婦
人
)
、
ト
ー
ナ
メ

ン
ト

対
象
Z

内
在
住
・
在
勤
の
方

お
よ
ぴ
連
盟
加
入
者

費
用
1

チ

ー
ム
千
五

百
円
(

高
校
生
は
千
円
)

申
込
方
法

費
用
を
添
え
郵
送

申
淪
S
Q

見

詆

着

申
込
・
問
合
せ
先

鹿
角
正
昭
(

〒
凶
千
住
柳
町
2
8
-
2

Ⅲ
3
7
0
6
)

□
少
林
寺
拳
法

日
時
1
0

月
2
8日

、
午
後
1
時

～
4
時

場
所

柳
原
小
学
校

競
技
種
目

少
年
の
部

、
一
般

の
部

、
団
体
の
鄒
各
組
演
武

参
加
資
格

区
民
お
よ
び
区
連

盟
加
入
者

費
用

珈
円
(
当
日
会
場
へ
)

申
込
方
法

電
話

申
込
期
限
1
0

月
1
5日

申
込
・
問
合
せ
先

坂
井
圭
子
(

〒
1
2
0千
住
旭
町
4
0
-
2
5

8
8
1
6
7
0
5
)

催

し

物

郷
土
博
物
館
特
別
展

あ
だ
ち
・
川
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
町

河
川
に
は
ぐ
く
ま

れ
て
き
た

わ
た
く
し
た
ち
の
ま
ち
足
立
を

歴
史

、
生
活

、
文
化

の
面
か
ら

資
料
や
パ
ネ
ル
に
も
と
づ
い
て

展
示
し
ま
す

。

期
間
9

月
2
3
日
～
1
2月
1
6
日
(

月

曜
日
休

館

、9

月
2
4

日
・
1
0
月
1
日
は
開
館
し
各

翌
日
休
館
)

入
館
料

大
人
S
円

。
小
・
中

学
生
覬
円

、
団
体
(
2
0
人
以

上
)

は
半
額

。
な
お
1
0月
1

日
と
1
1月
3

日
は
無
料
公
開

日
で
す

。

場
所
・
問
合
せ
先

郷
土
愽
物

館
(
大
谷
田
5
-
2
0
-
1

昌
9
3
9

弖

公
開
講
座

―
私
た
ち
に
と
っ
て
の
自
然
環
境
と
そ
の

保
全
―

「
身
近
な
自
然
に
ふ
れ
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
こ
の
狄
地
域
指
4

者
養
成
講
座
を
開
催

し
ま

す
。
第
1
回

は
、
地
球
規
模
の

環
境
問
題
を
取
り
上
げ
ま
す

。

ぜ
ひ

、
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

日
時
1
0

月
1
9貝

金
)
、
午
後
6

時
3
0
分
～
8
時
3
0分

場
所

本
斤
舎

千

住
)
・
7
階

会
議
室
・
無
料

対
象

高
校
生
以
上
の
方

講
師

柴
田
敏
隆
氏
(

ナ
チ
ュ

ラ
リ
ス
ト
)

定
員
8
0

人

申
込
方
法

電

話
予
約

申
込
期
限
1
0

月
5

日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁

舍
(
千

住
)
・
少
年
育
成
係

シ
ネ
サ
ロ
ン

0
0
7
消
さ
れ
た

ラ
イ
セ
ン
ス

日
時
9

月
2
6日
(
水
)
、
午
後
7

時

定
員

圄
人
(
9
月
1
5曰
か
ら

堅
理
券
を
窓
囗
で
配
布
)

費
用

無
料

場
所
・
問
合
せ
先

肯
年
セ
ン

タ
ー

　
8
9
0
0
0
6
1

ポニ ーに 乗っ たり

うさぎややぎと
遊ぼう

ふれあい動物園

日
時
9

月
2
3日
百
)
、
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時

※
雨
天
の
樊
笳
日
(
月
)

場
所

五
反
野
コ
ミ
ニ
一
テ
ィ

公
園

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

公
園
管
理
碑

瑟
5
2
6
1

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団

ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
イ
ン
オ
ー
タ
ム

今
年
で
1
7
回
目
を
迎
え
る
、

ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
で
す

。
狄

の
一
夜

、
さ
わ
や
か
な
歌
声
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
9

月
2
2
日
(
土
)
、
午
後
6

時
3
0分
開
演

場
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
(
入

場
無
料
)

演
奏
曲
目

「
小
さ
い
秋
見
つ

け
た
」「
七
つ
の

子
」「
赤
と

ん
ぼ
」ほ
か

問
合
せ
先

事
務
局
・
藁
師
神

昌
3
2
3
2
(

夜
間
)
ま

た
は
本
庁
舎
(
千

住
)
・
文
化

攝
興
係

健

康

結
核
に
ご
用
心

結
核
予
防
週
間
9
月
2
4日
～
3
0日

□
結
核
は
ど
ん
な
病
気

結
核
菌
を
吸

い
こ
む
こ
と
に

よ
っ
て
起

る
喞
の
感

染
症
で

す

。空
気
や
飛
沫
に
よ
る
感
染

で
す
の
で

、い
つ
で
も

、誰
で

も
発
病
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

足
立
区
で
も

、
新
た
に
捌
人

が
発
病
し
治
療
を
受
け
て
い
ま

す

。

□
か
ぜ
の
走
状
か
長
引
い
て
い

る
時
は
医
師
の
診
断
を

初
期
の
症
状
は

、
か
ぜ
の
症

状
に
似
て
い
る
た
め
発
見
が
遅

れ
る
鳩
合
が
あ
り
ま
す
。咳
や

、

微
熱

、
体
が
だ
る
い
な
ど
の
状

態
が
長
引
く
時
は
積
極
的
に
医

療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う

。

□
発
病
予
防
に
は
B
C
G

接
種

が
有
効
で
す

結
核
に
感
染
し
て
い
る
か
ど

う
か
調

べ
る
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検

査
は

、3
ヵ
月
児
健
診
時
に
実

施
し

、
必
要
な
子
に
は

、B
C
G

接
種
を
し
て
い
ま
す
。4

歳

木
満
の
お
子
さ
ん
で
1
度
も
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
を
受
け
て
い

な
い
燮

ほ

、
ぜ
ひ
管
轄
の
保

健
所
・
保
健
相
談
所
に
ご
相
談

く
だ
さ
い

。

□

年
1
回
は
胸
部
X

線
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

結
核
を
み
つ
け
る
方
法
は

、

脚

部
X
線
検
査
で
す

。
結
核
菌

が
体
に
入
っ
た
病
巣
を
つ
く
る

と
X

線
写
真
に
彫
と
な
っ
て
写

る
の
で
発
見
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す

。
ま
た

、
こ
の
写
X

は
結

核
だ
け
で
な
く
肺
が
ん

、
心
臓

肥
大
な
ど
の
発
見
に
も
役
立
っ

て

い
ま
す

。

区
で
は
次
の
よ
う
な
健
康
診

査
の
際
に
結
核
の
健
康
珍
断
を

実
施
し
て
い
ま
す

。
マ
学
校
・

住
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
会
場
と

す
る
巡
回
健
康
診
査

▽
保
健

所

・
保
偲
相
談
所
で
の
一
般
健

康
診
査

《
衛
生
部
・
保
健
予
防
係
》

秋
の
健
康
教
室

私
、
ぼ
け
た
く
な
い
!

あ
な
た
は
?

ぼ
け
予
防
に

づ
い
て
専
鬥
家

の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
一
緒

に
考
え
ま
す
。

日

時
2

日

制

▽
9

月
2
9

日
、午
前
1
0
時
～
1
2時

マ
1
0

月
8
日
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所

釁
年
セ
ン
タ
ー
・
無
料

対
象
4
0

歳
以
上
の
区
民

講
師

東
京
都
老
人
研
究
所

疫

学
研

究
部
i

師
)

柴
田

博

氏

、
戛

鼡
都
衛
生
局
医
番
指

導
課
(
魯
科
医
師
)

森
律
子

氏

、朿
京
文
化

短
期
大
学
(
栄

贄
士
)

葛
木
み
ど
り
氏

定
員
5
0

人

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

江
北
保
健

相
談
所

　
8
9
6
4
0
0
4

精
神
保
健
講
演
会

こ
こ
ろ
の
病
気
の
冶
案
と
周

囲
の
人
の
対
応
の
仕
方
に
つ
い

て

、基
本
的
な
勉
強
を
し
ま
す

。

ど
う
ぞ

、
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

日
時
9

月
2
7日
(
木
)
、
午
後
2

時
か
ら

場
所

足
立
保
健
所
分
室
(

竹

の
塚
6
-
1
8
-
1
2
-
1
0
1
)

問
合
せ
先

足
立
保
鴒
所

8
5
5
4
1
5
1

生
活
環
境

住
宅

修
繕

等
の

相
談

住
ま
い
の
増
改
築

、
修
鱈
な

ど
を
お
考
え
の
方
に

、
区

が
窓

口
と
な
り

、
足
立
区
住
宅
相
談

セ
ン
タ
ー
(
区
内
建
築
業
者
団

体
)
へ
施
工
業
者
の
あ
う
せ
ん

を
依
頼
し
ま
す
。

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
区
民
相
談
室

保
険
と
年
金

ね
ん
き
ん

Q&
A
第
4
回

あ
な
た
に
送
る
注
意
信
号

Q

区
役
所
か
ら
「
国
民

年
金
保
険
料
の
未
納
の

お
知
ら
せ
」
と
い
う
ハ
ガ
キ
が

届
き
ま
し
た

。

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

A

保
険
料
は

、
そ
れ
ぞ

れ
の
月
の
翌
月
末
が
納

期
限
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
て

い
な
い
分

に
っ
い
て

、
年
4

回

程
度

「
国
民
年
金
保
険
料
未
納

の
お
知
ら
せ
」
を
発
送
し
て
い

ま
す

。

保
険
料
の
納
付

に
は
時
効
が

あ
り

、
納
期
限
か
ら
2

年
以
上

過
ぎ
る
と

、
納
め
た
く
て
も
納

め
ら
れ
な
く
な

う
て
し
ま
い
ま

す

。
そ
し
て

。
そ
の
た
め
に
末

納
期
問

が
噌
え
る
と

、
将
来
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

。

そ
れ
で
は

、
次
の
よ
う
な
場

合
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

叫

納
付
書
を
な
く
し
て
し
ま

う
た
の
で

納
め
ら
れ
な
い

国
民
年
金
課
に
お
電
話
く
だ

さ
い

、
再
発
行
し
ま
す
(
区
民

事
務
所
の
窓
口
で
も
で

き
ま

す
)
。

叨

忙
し
く
て
う
い
う
っ
か
り

忘
れ
て
し
ま
う

口
座
振
替
が
便
利
で
す

。

①
蕷

金
逶

蒿
活

帳
印
③
哨
付

書
を
用
意
し
て
、啻
融
饑
関
(
郵

便
局
を
除
く
)
、区
民
事
務
所

、

国
民
年
金
課

の
い
ず
れ
か
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い

。

闥

経
済
的
な
事
情
や
、
病
気

な
ど
で
納
め
ら
れ
な
い

「
保
険
料
の
免
除
」
と
い
う

制
度
が
あ
り
ま
す

。
免
除
が
認

め
ら
れ
れ
ば

、
そ
の
期
間
は

、

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

期
間
と

し
て
計

算
さ
れ
ま

す

し

、
後
で
ゆ
と
り
が
で
き
た
時

に
、1
0年
前
ま
で
は

、
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す

。

圃

就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
る

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
も

、
区
役
所
に
軣
失
の

届
出

が
さ
れ
て

い
な

い
と

、い

う
ま
で
も
『
末
納
の
お
知
ら
せ
』

が
送
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
①

印
か
ん
②
鴟
民
年
金
手
帳
③
厚

生
年
舍
于
帳
ま
た
は
共
済
組
合

証

葆

険
証
)
を
用
意
し
て

、至

急

、国
民
年
金
踝
か
区
民
事
務

所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
魂
係

啣
5
0
6
1

年
金
出
張
相
談

社
会
保
険
事
務
所
の
專
門
官

も
参
加
し
た
年
金
出
弭
扣
駮
を

次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

お
気
輊
に
お
こ
し
く
だ
さ
い

。

日
時
9

月
2
6
・
2
7日

、
午
前
9

時
3
0分
～
午
後
4

時

場
所

鹿
浜
区
民
事
務
所

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舍
・

国
民
年
金
課
推
違
係

議
5
0
6
1

<
会
場
変
更
と
お
わ
び
>

9
月
1
5
日
行
わ
れ
る

「
ふ
れ

あ
い
助
物
園
」
の
会
場
が
小
ふ一

公
園
か
ら
爾

胃
城
公
園
へ
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

。《
公
園
課
》

教

育

教
育
セ
ン
タ
ー

就
学
相
談

平
成
3
年
4

月
に
小
学
校
に

入
学
す
る
。
心
身
に
障
害
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
お
子

さ
ん
の
就

学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
の
場
を
ど
こ

に
求
め
た

ら
よ
い
か
な
ど
を
専
鬥
の
相
黯

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。ま
ず
、

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ

い
。

受
付
日

時

毎

週
月
y

金
曜

日
、
午
前
9
時
～
午
後
5

時

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
セ
ン

タ
ー
・
軟
育
相
談
室
就
学
相

陝
担
当

き
8
5
9
9
5
3
1

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所 　880- 5351
本庁 舎( 千住)・保健予防 係 　882- 1111 ㈹

競
争
入
札
参
加
願
い

(
物
品
)
の
受
付

平
成
3

・
4

年
度
に

、
区

の
物
品
買
入
等
の
指
名
競
争

入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る

方
は

、
次
の
と
お
り
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
1
0

月
1
5日
～
1
1

月
2

日
(
土
・
日
を
除
く
)

受
付
時
間

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
4

時
(
正
午
～
午

後
1
時
を
除
く
)

受
付

場
所

本
庁

舎

早

住
)
・
7
堕
=

雛
室

用
紙

東
京
都
財
務
局
所
定

用
紙

用
紙
販
売
所

東
京
鄒
弘
済

会
(
都
庁
西
1
号
館
地
下
1

階
)

問

合
せ

先

本

庁
舎
(
千

住
)
・
契
約
第
二
係

「
公
社
ニ
ュ
ー
ス
あ
だ
ち
」
に

新
し
い
名
前
を

助
足
立
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
は
、

広
報
紙
が
よ
り
親
し
ま
れ
る

も
の
と
す
る
た
め
、
新
し
い

愛
称
を
広
く
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格

区

内
在
住
・
在

勤
の
方

応
募
方
法
1
0
月
5
日
消
印

有
効

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
勲

廠
業
、

名
称
一
つ
、
名
称
に
し
た

理
由
を
明
記

賞
・
賞
品

特
選
1
点
・
高

級
ワ

ー
プ
ロ
、
佳

作
5

点
・
図
書
券

審
査
・
発
表

区
民
・
学
識

経
験
者
・
公
社
職
員
で
構

成
す
る
選
定
委
員
会
で

審

査
し
、公
社
ニ
ユ
ー
ス
(
1

月
5
日
号
)
で
発
表

使
用
開
始
1

月
5

日
号

応
募
・
問
合
せ

先

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ

文

化
・
ス
ポ
ー

ツ
公
社
広
報
営
業
課
(

〒
1
2
1

東
保
木
間
2
-
2
7
-
1

昌
8
3
5
9
)

掲
示
板

□
障
害
者
就
職
相
談
会

障
害
者
の
方
を
対
象
に
事

業
主
の
方
と
面
接
方
式
で

、

覊
職
相
談
会
を
行
い
ま

す
。

日

時
9

月
2
6
日
(
木
)
、
午

後
1

時
3
0分
～
4
時
(

受

付
は

午
後
1
2
時
3
0
分
か

ら
)

場
所

町
屋
文
化
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
(
千
代
田

線
・
京
成
線
町
屋
駅
下
軍
1

分
)

※
身
体
障
害
者
チ
帳
ま
た
は

愛
の
手
帳

、雁
犀
書
を
持
参

。

問
合
せ
先

足
立
公
共
職
業

安
定
所

　
硯
1
2
8
7

□
第
1
7回
足
立
区
民
健
康
ま

つ
り

日
時
9

月
2
9
貝

土
)
、
午

後
1
時
～
4

時

場
所

西
斬
并
区
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
(
西
新
井
駅
東
囗
二

チ

イ
4
階
)
・
無
料

内
容

健
康
に
つ
い
て
の
各

種
相
談
・
検
診
・
測
定
を

行
い
ま
す
。

主
催

足
立
区
医
療
6
団
体
(

医
師
会
、歯
科
医
師
会

、

薬
剤
師
会
、
柔
道
接
骨
師

会

、
鍼
灸
マ
レ
サ
ー
ジ
師

会

、
助
黶
婦
会
)

問

合
せ
先

足
立
区
歯
科
医

師
会

昌
3
1
2
2

□
精
神
障
害
回
復
者
の
共
同

作
業
所
職
員
募
集

申
込
資
格

▽
指
導
員
・
・・
教

育

、心
理

、福
祉

な

ど
の
4

年
制
大
学
卒
ま
た
は
こ

れ
に
凖
ず
る
方

▽
指
導
員
掃
助
・
・・
学
歴
不

問

、
職
歴
考
慮

※
い
ず
れ
も
6
0歳
位
ま
で

の

区
内

ま
た
は
近
郊
在
住
の
男

女
T

時
間
以
内
で
通
え

る

方
)

勤
務
先

足
立
区
内
3
ヵ
所

の
作
業
所

申
込
・
問
合
せ
先

あ
し

な

み
会

矢
吹

　
8
5
5
6
1

ひ
ろ

ば
※
先
一

顧
で

、1
団

体
1
一

輿

、3
ヵ
月

聞
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
新
星
日
本
交
一

楽
団
コ
ン

サ
ー
ト
「
笛
の
仲
間
の
音
楽

会
」9

月
2
2
日
(
土
)
、
午

後
6
時
開
鳩
/
文
化
会
館
/

木
管
五
璽

奏
プ
ラ
ス

ピ
ア

ノ
/

会
費
千
勁
円
(
小
学
生

以

上
)
/
み

ど

り

う
子

会

m
0
7
5
8

☆
親
子
で
舞
台
鑑
賞
「
前
が

み
太
郎
」
前
進
座
9

月
3
0

日
(
日
)
、
午
後
2

時
3
0分
/

文
化
会
館
/

会
貝
制
、
入
会

金
刈
円

、1
ヵ
月
徊
円
(

年
5

回
艦
雀
会

を
実
施
)
/
足

立
こ
ど
も
劇
場

・
i
s
9
7

☆
古
典
文
学
学
習
会
(
あ
か

ね
会
)
9

月
2
1日

か
ら
毎

月
第
1

・
3
金
曜
日

、
午
後
6

時
3
0
分
～
8

時
3
0分
(

全
6

回
)
/
婦
人
総
合
セ
ン
タ

ー
/
源
氏
物
語
/
6

回
分
3

千
円
(
テ
キ
ス
ト
代

別
)
/
小

宮

瑟
0
9
6
5

☆
参
前
舎
闘
設
二
百
年
配
念

祝
典
9

月
2
3
日
(
日
)
、
午

後
2

時
/
動

労
福
祉
会

館

(
綾
瀬
プ
ル
ミ

エ
内
)
/
記

念
講
演
会
、
映
画

、
資
料
展

等
/

郎
心
宇
参
前
舎

　
勧
2
3
7
3

=
募

集
=

☆
卓
球
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
(

さ
ぎ
な
み
会
)

毎
週
火
・

金
曜

日

、
午

後
6

時
3
0
分

～
9

時
/
千
寿

第
三
小

李

校
/

初
心
者
歓
迎
/

隻

″
費
2

千
円
/
長
谷
部

　
嵋
9

区
議
会
第
3
回
定
例
会

区
燮

肇
3

回
定
例
本

会
議
が
次
の
日
程
で
開
会

さ
れ
ま
す
(
本
会
議
は

、ど

な
た
で
も
磅
聴
で
I

す
)
。

▼
9
月
2
0
日
(
木
)
、
午
後
1

時
▼
9
月
2
1
日
(
金
)
、
午
後

1
0時

▼
9

月
2
8日
(
金
)
、
午
後
1

時
▼
1
0
月
2
2日
(
月
)
、
午
後
1

時
問
合
せ
先

太
庁
舎

牢

住
)
・
区
議
会
事
務
局
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RECYCLE PAPER
―森 林資 源 を 大切 に ―

発見
あ だちの
人 面 魚

郷
土
博
物
館
と
隣
接
し
て
い

る
束
溯
江
庭
園
の
池
に
、
な
ん

と
今
う
わ
さ
の
「
人
面
魚
」
が

い
ま
す
。

実
は
こ
の
人

面
魚
、
金
か
ぷ

と
と
い
う
綿
鯉

の
一
種
で
、
頭

の
と
こ
ろ
の
模

様
が
、
人
の
顔

の
よ
う
に
見
え

る
の
で
す
。

遊
び
に
来
て

い
た
女
の
子
た

ち
は
、冐
え
、

あ
の
魚
、
人
の
顔
み
た
い
」「
き

っ
と
人
面
魚
だ
よ
」
と
不
思
議

な
発
見
に
は
し

や
い
で
い
ま
し

た

。東
溯
江
庭
園
は
、
本
格
的
な

日
本
庭
園
で

、
水
の
流
れ
や
、

四
季
折
々
の
草
花
が
楽
し
め
ま

す
。皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
散
歩
が
て

ら
。
大
面
魚
探
し
に
い
ら
っ
し

や
い
ま
せ
ん
か
?

こ れ が幻 の 人 面 魚! ?

み
ん
な
気
分
は
陶
芸
家

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
で
、
8
月
8
日
、
隣
接
す
る

神
明
住
区
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
お
と
し

よ
り
や
婦
人
部
、
そ
れ
に
学
童

保
育
の
子
供
た
ち
3
0人
を
招
待

し
陶
芸
教
室
を
開
催
。
夏
の
一

日
、
粘
土
細
工
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。

こ
の
陶
芸
教
室
は
、
東
部
障

害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
事
業

を
理
解
し
て
も
ら
い
、
地
域
住

民
の
方
と
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

の
は
、
湯
飲
み
茶
わ
ん
作
り
。

講
師
の
説
明
を
真
剣
に
聞
き

な
が
ら
、
馴
れ
な
い
手
付
き
で

粘
土
を
こ
ね
、ロ
ク
ロ
を
回
し
、

湯
飲
み
の
型
を
作
り
上
げ
て
い

き
ま
し
た

。

『
完
成
さ
せ
る
に
は
、
3
日
間

の
工
程
が
必
要
で
、
乾
燥
さ
せ

「
カ
ン
ナ

」
な
ど
で
型
を
整
え

ま
す
。
そ
し
て
一
度
焼
い
て

、

色
つ
け
を
し

、
本
焼
き
を
し
ま

す
』
と
講
師
が
説
明
す
る
と
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は

「
焼
き
上

が
り
が
楽
し
み
で
す
」「
初
め
て

の
体
験
な
の
で
と
て
も
楽
し
か

っ
た

」と
口
々
に
感
想
を
述

べ
、

夏
の
日
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
し
ま
し
た
。

「 ほ ら、 こ う や る ん だ よ 」
説 明 を 聞 く目 も真 剣 そ の もの

『お 堀 の 清掃人 』
た だ 今、数百 匹

水
面
に
数
百
の
魚
影
発
見
M

こ
こ
は
、
東
京
拘
置
所
北
側
の

裏
門
堰
排
水
場
前
の
お
堀
。

こ
の
魚
影
は
、
昭
和
6
2年
の

春
に
お
堀
の
蚊
の
発
生
を
防
ぐ

た
め
区
が
放
流
し
た
コ
イ
の
群

れ
で
す
。
最
初
数
十
匹
だ
っ
た

も
の
が
自
鉢
湎
殖
し
、
写
真
の

よ
う
に
水
面
を
覆
い
つ
く
す
ほ

ど
増
え
た
も
の
。

「
は
じ
め
は
、
体
長
1
5
惣
く

ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今

で
は
、
4
0
?
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
、

ま
る
ま
る
太
っ
て
ま
す
ね

。
エ

サ
を
や
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
近
所
の
人
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
よ

」
と
堀
の
前
で
薬
店
を

営
む
岩
崎
さ
ん
。

所
狭
し
と
泳
ぐ
見
事
な
コ
イ

の
群
れ
。
ぜ
ひ
、
一
度
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
こ
こ
の
魚
は
、
水
を
き
れ
い

に
す
る
た
め
の
も
の
。
危
険
で

す
の
で
サ
ク
を
乗
り
越
え
た

り
、
釣
り
を
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

「 バ シ ャ バ シ や 」水 面 か ら 背 び れ
を 出 し 君羊 を な し て; 永 ぐ コ イ た ち

盆
踊
り
で
国
際
交
流

千
住
東
一
丁
目
の
軸
海
外
技

術
者
研
修
協
会
・
惠
尽
研
修
セ

ン
タ
ー
で
8
月
4
・
5
日
の
2

日
間
に
わ
た
り
、
同
セ
ン
タ
ー

と
地
元
、
千
住
東
一
丁
目
町
会

合
同
の
盆
踊
り
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た

。

こ
の
盆
踊
り
に
は
、
セ
ン
タ

ー
に
宿
泊
し
、
日
本
語
な
ど
を

学
ん
で
い
る
中
国

、タ
イ
、フ
ィ

リ
ピ
ン
な
ど
2
0
数
力
国
の
外
国

人
留
学
生
約
7
0人
を
は
じ
め
総

勢
沺
人
余
り
が
参
加

。
浴
衣
を

着
た
留
学
生
も
登
場
し

。
地
域

の
皆
さ
ん
と
暑
さ
を
忘
れ
、
に

ぎ
や
か
に
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

留
早
生
と
の
交
流
を
図
る
目

的
で
始
め
ら
れ
た
こ
の
盆
踊
り

も
、今
年
で
7

回
目

。「
遠
く
か

ら
み
え
る
方
も
い
て

、
年
々
盛

大
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
留
学

生
た
ち
に
と
っ
て
日
本
で
の
楽

し
い
思
い
出
に
な
っ
て
く
れ
る

と
い
い
で
す
ね
」
と
目
黒
謦
町

会
長
さ
ん
。

下
町
な
ら
で
は
の
情
緒
あ
ふ

れ
る
国
際
交
流
で
し
た
。

浴衣 姿 で「 東京 音 頭 」を
踊 る留 学 生

ハ
ッ
ケ
ヨ
イ
、
の
こ
っ
た

諏
訪
神
社
子
ど
も
奉
納

相
撲
大
会

舎
人
二
丁
目
の
諏
訪
神
社
で

昭
和
の
初
め
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
夏
恒
例
の
「
子
ど
も
奉
納
相

撲
大
会
」
が
8
月
2
7日
に
開
か

れ
、
地
元
の
チ
ビ
ツ
子
力
士
た

ち
が
真
つ
黒
に
日
焼
け
し
た
体

を
ぶ
っ
け
合

い
ま
し
た
。

熱
戦
の
場

と
な
っ
た
土

俵
は
、4
口

四
方

、
高
さ
4
0

惣
に
上
を

盛
り
、
近
所

の
農
家
の
人

た
ち
が
持
ち

寄
っ
た
「
わ

ら

」
を
直
径
3

ぴ
の
円
に

埋
め
た
も
の
。

地
元
町
会
青
年
部
員
4
0
人
が
、1

日
が
か
り
で
つ
く
り
あ
げ
ま

し
た
。

集
ま
っ
た
チ
ビ
ツ
子
力
士
は

幼
稚
園
児
か
ら
小
学
6
年
生
ま

で
の
2
0
0人

。
パ
ン
ツ
の
上
か
ら

ふ
ん
ど
し
を
締
め
て
登
場

。

昨
年
も
参
加
し
た
小
学
2

年

生
の
新
井
秀
明
君
(

舎
人
三
丁

目
)
は
、
「
お
母
さ
ん
か
ら
『
ど

ん
ど
ん
押
せ
ば
勝
つ
か
ら
、
が

ん
ば
り
な
さ
い
』
つ
て
言
わ
れ

た
ん
だ
」
と
大
は
り
き
り

。

「
「
ツ
ケ
ヨ
イ
、
の
こ
っ
た
」

「
押
せ
、
押
せ
≒

負
け
る
な
」
。

鎮
守
の
森
で
は

、
一
戦
ご
と
に

約
伽
人
の
父
母
や
友
だ
ち

か

ら
、
大
き
な
声
援
が
わ
き
起
こ

り
ま
し
た
。

応 援 の 熱 い まな ざ し の 中 、
「 ハッ ケ ヨ イ、 の こ っ た」

チョット 自然( 3)
舎人公園に
カルガモ家族

8
月
、
都
立
舎
人
公
園
の
池

で
カ
ル
ガ
モ
家
族
の
ほ
ほ
え
ま

し
い
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ア
シ
や
ガ
マ
が
一
面
に
茂
つ

た
池
が
、
安
全
な
す
み
家
と
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
親
が
壬
に

連
れ
ら
れ
た
子
ガ
モ
4
ぶ
が
、

元
気
に
泳
ぎ
回
っ
て
い
ま
し

た
。休

日
の
池
は
、
釣
り
大
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。
カ
ル
ガ
モ
た
ち

は
、
釣
り
人
の
エ
サ
を
催
促
す

る
か
の
よ
う
に
水
辺
を
巡
り
、

エ
サ
を
投
げ
与
え
る
と
、
さ
ら

に
近
く
に
寄
っ
て
き
ま
し
た
。

舎
人
公
園
が
ふ
る
さ
と
と
な

っ
た
子
ガ
モ
た
ち
。
み
な
さ
ん

も
彼
ら
を
見
か
け
た
ら
、
温
か

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

仲 む つ まじ い カ ル ガ モ 一 家( 西 伊
興 三 丁 目、 吉 野 彰 さ ん 撮 影)

夢
の
あ
る
商
店
街
へ

千
代
田
商
店
街

j
(
ア
～

千
住
新
橋
渡
れ
ば

梅
田
ヨ
～

に
ぎ
や
か
な
こ
の
音
頭
は
、

梅
田
二
丁
目
の
千
代
田
商
店
街

振
興
組
合
(
石
井
国
松
理
事
長
)

が
昨
秋
作
詞
作
曲
し
た
も
の
。

「
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
」

の
第
一
弾
。

「
一
店
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
・
商
店
街
ぐ
る
み
の
工
夫
で

活
性
化
を
図
り
た
い
」
と
事
業

部
長
の
小
野
田
さ
ん
。

こ
の
考
え
方
か
ら
、
こ
の
秋

「
夢
シ
ョ
ー
バ
イ
2
1」
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
そ
の
一

環
と
し
て
、
地
元
の
梅
島
、
梅

島
第
二
、
千
寿
第
五
の
各
ふ
学

校
の
児
童
の
絵
を
募
集
し
、
コ

ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
予

想
を
上
回
る
5
3
0
点
の
応
募
が
あ

り
、
9
月
5
日
ま
で
各
店
で
掲

示
さ
れ
ま
し
た
。

「
子
供
の
豊
か
な
発
想
に
、
多

く
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し

た
」
と
企
画
者
の
加
藤
さ
ん
。

区
内
で
は
初
の
商
店
街
主
催

の
絵
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
来
年
以

降
も
続
く
予
定
。
将
来
、
子
供

た
ち
の
描
い
た
「
夢
の
店
」
が

こ
の
商
店
街
に
実
現
す
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

流し 踊 り も行 わ れ 、 イ ベ ン ト は 大成 功

入 院患者に
大きな激励

梅
田
成
和
病
院
に
、
8
月
2
1

日
大
き
な
訪
問
客
が
あ
り
ま
し

た
。同
病
院
の
事
務
長
が
、
同

じ
梅
田
四
丁
目
に
今
年
4
月
引

越
し
て
き
た
、
大
相
撲
玉
の
井

部
屋
に
依
頼
し
た
慰
問
が
、
こ

の
日
実
現
。

玉
の
井
親
方
を
は
じ
め
、
部

屋
頭
の
幕
下
栃
日
岳
、
三
段
目

栃
大
和
、
序
二
段
川
尻
の
3
力

士
が
病
院
を
訪
問
。

寝
た
き
り
の
お
と
し
よ
り
2
1

人
を
含
む
、
4
1人
の
入
院
思
者

一
人
ひ
と
り
に

「
早
く
元
気
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
力
士
た

ち
が
声
を
か
け
る
と
、「
あ
り
が

と
う
、
あ
な
た
も
早
く
強
く
な

っ
て

」
と
逆
に
励
げ
ま
さ
れ
る

一
幕
も
。

大
い
に
元
気
づ
け
ら
れ
た
患

者
た
ち
か
ら
は
、
力
士
に
お
礼

の
花
束
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

親 方 の 活 躍 を よ く見 て
まし た と 話 も は ず む


